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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 0 0 0 1 4 1 1 0 1 2 3 0 0 0 0
2 * 0 0 4 9 2 2 2 1 2 3 0 1 1 0
7 * 1 3 3 10 6 6 1 0 9 9 2 4 1 0
13 0 0 0 1 3 0 0 1 1 2 3 1 1 0 0
18 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
30 * 1 3 4 5 2 2 0 2 4 6 4 6 0 0
31 * 0 0 4 10 1 2 1 3 5 8 1 0 1 0
35 * 2 4 4 8 4 4 0 2 5 7 5 1 0 0
45 0 0 1 1 4 0 0 0 2 1 3 0 1 1 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
4 11 23 54 16 17 6 12 30 42 13 14 4 0

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
2 0 1 4 5 6 0 0 5 2 2 4 0 0 1 0
6 * 0 3 4 13 2 2 1 1 4 5 2 5 1 0
7 * 0 0 6 13 0 0 2 1 4 5 3 2 1 0
8 0 0 0 0 2 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0
10 0 1 4 1 3 0 0 1 1 0 1 0 1 0 0
12 * 0 0 1 3 0 0 3 3 2 5 0 1 1 0
13 * 1 4 0 2 0 0 2 1 5 6 5 0 2 0
14 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
15 0 0 0 1 3 0 0 2 1 0 1 0 0 0 0
20 0 0 0 2 5 0 0 0 1 6 7 0 0 1 0
23 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
27 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0
35 * 0 0 0 4 0 0 1 1 2 3 2 2 1 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
3 16 20 55 2 2 18 12 25 37 13 13 8 0
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工藤 啓介 3 11

澤邉 圭太 15 37
渡邉 大樹 10 26
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戦評
【総括】
関西学生バスケットボール1部リーグ戦、１次リーグも終盤を迎え、いまいち調子の上がらない大阪学院大学と接戦
に持ち込むものの勝ちきれない同志社大学のお互いにこれ以上負けられない者同士にふさわしい見ごたえのある
一戦となった。序盤、お互いにオフェンスの調子が上がらない中ディフェンスからの展開にかけるがそこを抜け出し
たのが大院大。第3ピリオド終盤に大院大が誇る多彩なタレントが爆発し、一気に突き放すとそのまま試合終了まで
駆け抜る。大院大がもつ個々の能力とチームディフェンスが噛み合った、これからのリーグ戦に勢いをつける１戦と
なった
【第一ピリオド】
試合開始、同志社#6柳原が気合の入ったドライブから得点を取るが、対する大院大はオフェンスの調子が上がらな
い。しかし、ディフェンスで相手のターンオーバーを誘うことで、速攻や１対１を中心に確実に点を重ねていく。負け
じと同志社もディフェンスリバウンドから速い展開に持ち込み#2宇治田や#７古村がシュートを決めてリードを奪うが、
それは大院大#７澤邉が許さない。パワフルなドライブを見せ、同志社に流れかかった展開を止めたところで12-14と
お互いに流れを掴ませないまま第1ピリオド終了。
【第二ピリオド】
両チーム共にディフェンスに力を入れ、相手のターンオーバーからの得点やフリースローが中心のロースコアな展
開が続く。お互いのディフェンスを崩せない中、活路となるのはリバウンド。同志社では#12元田、大院大では#0工
藤などがオフェンス、ディフェンスともにリバウンドを奪う活躍を見せ、セカンドチャンスを作る活躍を見せる。流れが
変わったのは残り2分、タイムアウト明け早々、同志社#10右田が3Pシュートを決めるとすぐさま大院大#35村井が３P
シュートを入れ返す。後半に向けお互いが温まりだしたところで第2ピリオド終了。26-25で前半を折り返す。
【第三ピリオド】
後半開始、同志社#35村井が絶妙なパスを見せ#6柳原をアシストすると、さらには#13下田の３Pシュートも決まり、同
志社のペースかと思われたが、苦しい場面では大院大#35吉川が２Pシュートを決め、リードを広げさせない。それど
ころか#0工藤や#7澤邉が立て続けに得点を決め、ここまでで最大となる6点のリードを奪うが、今度は同志社＃20田
邊が踏ん張り、これ以上のリードを許さない。しかし決死のディフェンスもむなしく、大院大#35吉川、#7澤邉の３P
シュートが決まると同志社がタイムアウト。しかし、大院大は勢いそのまま#30木下がブザービートとなる３Pシュートを
決め51-38と点差を付けたところで第3ピリオド終了。
【第四ピリオド】
何としても追い上げたい同志社は速攻から#7柳原がシュートを決めるがそこからが続かない。大院大#30木下のドラ
イブなど独特のリズムのオフェンスを披露すれば。さらに#２渡邊の速攻など試合を決めにかかる。同志社も#2宇治
田の3Pシュートが決まる場面などがあるものの、大勢は大院大。ディフェンス、オフェンスともに圧倒しつづけたまま
74-51と強さを見せつけたまま試合終了。
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